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本論文は,光学分野への応用が期待されているワイドバンドギャップ酸化物半導体素子,およ

び素子形成技術として注目される水溶液電解析出法をともに発展させることを目的に,複合酸化

物および原子価制御酸化物を作成するための,熱力学に立脚した新規電解析出法の構築に取り

組んだものであり,全6章で構成されている。第1章では,光学分野で期待されているワイドバンド

ギャップ酸化物半導体,およびその電解析出法と熱力学的取吋及いの位置付け,動向,課題を取

り纏め,本研究の背景と目的を述べている。第2章では,熱力学に立脚した新規電解析出法の構

築によりZn-ce-0 複合酸化物膜を作成し,光学的性質の制征W去を考案している。第3章では,同

新規電解析出法により単一原子価酸化物としての WOゞ(H。0)および WO.・(Hρ)。.開膜の作成を
実証するとともに,合成酸化物の構造および光学的陛質等を明らかにしている。第4章では,単一

原子価酸化物を作成するための価数変化を伴う電解析出法を熱力学に立脚して新たに構築する

ことで Sn(0,OH)膜を作成し,得られた膜の状態,構造等を解明している。第5章では,第3章にお

いて作成したWO.・(H。0)。.開膜と第4章において作成したSn(0,OH)膜から構成される全固体型工
レクトロクロミック素子を本電解析出法により作成し,得られた膜におけるエレクトロクロミック特陛発

現の実験的検証により,本水溶液電解析出法のエレクトロクロミック素子創成技術としての有効性

を実証している。第6章では,本研究で得られた成果を纏めるとともに,今後の課題と展望について

述べている。

文内容 の 要
を七ι

酸化物半導体や化合物半導体製造技術として注目される水溶液電解析出法の発展を志向し,

複合酸化物や複数の原子価を有する酸化物系における単一原子価酸化物を作成するための電

解析出法を熱力学に立脚して新規に考案した。同法をZn-ce-0複合酸化物, WO.・(H。0)゛ sn

(0,OH)膜作成に適用し,得られた膜の構造や光学的性質を評価するとともに,両皮膜作成法を組

み合わせ全固体型エレクトロクロミック素子を作成した結果,以下の成果を得た。

1)zn-ce-0複合酸化物を作成するために,熱力学に立脚してZn(OH)。ならびにCe(OH).の両
溶解度曲線を求め,両化合物の溶解度曲線が近接する溶液組成の特定によりZn-ce-0複合酸

化物の作成に成功した。作成したZn-ce-0複合膜の構造を明らかにし,またバンドギャップエネル

ギーが組成により制御できることを明らかにした。2)複数の原子価状態を有する酸化タングステン

において,エレクトロクロミック層として有用なW゜、状態の酸化タングステン膜を得るために,熱力学

に立脚して求めたW-Hρ系電位一PH図から新規な陽分極を用いる電解析出法を提案し,W'、状
態のみを有するWO.・(H.0)およびWO.・(H。0)。.論膜を作成するとともに,両物質のバンドギャップ
エネルギーが2.5eVと3.3eVであることを明らかにした。3)複数の原子価状態を有する酸化スズに

おいてSn卜状態のSn(0,OH)層を作成するために,熱力学に立脚して求めたSn-H。0系電位一PH

図から新規な陽分極を用いる電解析出法を提案し,Sが、状態のSn(0,OH)層を作成するとともに,

その状態と構造を明らかにした。4)新規電解析出法により, WOゞ(H。0)。.都膜をエレクトロクロミック

層,またSn(0,OH明莫をイオン注入層とするAU電極/sn(0,OH)/ WO.・(H。0)船yFTO/ガラス基板
構造の全固体型エレクトロクロミック素子を作成し,作成素子において透明から青色に着色する工

レクトロクロミック特性発現機能を実証した。

以上の様に,水溶液電解析出法の課題とした複合酸化物および単一原子価酸化物の作成に

対し,熱力学に立脚して考案した新規電解析出法の有効性をZn-ce-0複合酸化物, WO.・(H。

0)ソSn(0,OH)膜の作成により実証するとともに,これら膜構造作成技術を全固体型エレクトロクロ
ミック素子創成に適用し,エレクトロクロミック特性発現機能を実証した。以上の成果は関連分野

に対する学林珀勺貢献とともに,産業応用上の高い貢献陛を有するものである。

以上により,本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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